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①

物
故
者
黙
と
う

②

会
長
挨
拶

日
比

正
徳

一
昨
年
・
昨
年
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
状

況
に
よ
り
定
期
総
会
を
開
催
で
き
ず
葉
書
に
よ

る
書
面
審
議
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
は
無
事
開
催
で
き
て
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

友
の
会
は
五
年
前
と
比
較
し
て
二
三
一
名
の

会
員
数
減
少
と
い
う
現
実
に
直
面
し
て
お
り
、

現
在
「
財
政
健
全
化
の
全
体
像
」
を
示
し
勇
気
を

も
っ
て
着
実
に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
詳
細

は
総
会
議
案
書
の
記
載
内
容
を
参
照
く
だ
さ
い
。

来
年
は
友
の
会
設
立
四
五
年
記
念
総
会
を
宴

会
形
式
で
開
催
し
て
会
員
相
互
の
親
睦
が
よ
り

深
ま
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑤
二
０
二
二
年
度

活
動
計
画

予
算

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
状
況
に
よ
り
延
期

や
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
了
解
く
だ
さ
い
。

⑥
二
０
二
二
年
度
役
員
選
出

全
員
が
留
任
し
ま
し
た
。

会
長

日
比
正
徳

副
会
長

田
中
恒
生

事
務
局
長

森
川
広
美

役
員
（
会
計
）

樋
口
ひ
さ
お

〃
（
事
務
局
）
尾
関
正
司

〃
（
広
報
）

稲
垣
寿
美
夫

〃
（

〃
）

黒
川
徳
男

〃
（
地
域
）

松
下
計
治

〃
（

〃
）

藤
本
規
夫

〃
（

〃
）

生
川
喜
代
一

会
計
監
査

佐
野
誠
一

〃

黒
川
益
雄

➆
そ
の
他
報
告

趣
味
の
会
役
員

表
彰

米
寿
の
お
祝
い

新
入
会
会
員

ご
逝
去
会
員

➇
会
員
有
志
に
よ
る

活
動
へ
の
支
援

以
前
よ
り
、
友
の
会
だ
よ

り
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
申
請
者
数

が
皆
無
に
近
い
為
皆
様
の
申

請
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

三
重
工
場

ニ
ュ
ー
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

発
行
責
任
者

日
比

正
徳

富
士
電
機
三
重
退
職
者
友
の
会
会
員
数

四
七
七
名
（
令
和
四
年
八
月
一
日
現
在
）

（
友
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
見
て
く
だ
さ
い
）

第４４回友の会定期総会

３年ぶりに開催される！

【２０２２年度年会費

未納の会員各位へのお願い】
７月１９日時点、未だ５５名の方々に年

会費を納めて頂いておりません。

未納の方々に対し再依頼の書面を同封さ

せて頂きました。８月末までに書面に記

載のいずれかに納入頂けますようお願い

致します。

２０２２年度

年間活動計画

⑨
入
会
二
０
年
・
十
年
節
目

会
員
へ
の
記
念
品
贈
呈

⑩
ｱ
ﾄ
ﾗ
ｸ
ｼ
ｮ
ﾝ

⑪

昼
食
交
流
会

③
来
賓
挨
拶

〇 ６月１５日（水）
三重工場見学会 参加者：２９名

〇 ７月１９日（火）
趣味の会連絡会
参加：１２趣味の会代表者

〇 ７月２０日（水）
大相撲名古屋場所観戦
参加者：２４名

〇 ８月
三重工場主催納涼祭
昨年に続いて中止となりました。

〇 １０月１６日（日）
健康ウォーキング（湯の山）
別紙チラシによる申し込み

〇 日程未定
三重工場周辺地域美化

〇 ２２年度工場見学会
『鈴鹿工場』を候補として検討中
感染状況を踏まえ次号の友の会
だより等にて
お知らせさせ
て頂きます。

〇 １月
米寿祝いお届け
１２名の方にお届けいたします。

〇 ５月２４日（水）
設立４５年記念総会

〇 年間
友の会だより発行（3回）
ホームページの充実

５月２８日（土）
会場 四日市市文化会館 第３ホール

大倉労組委員長石橋副工場長

鈴
鹿
退
職
者
さ
つ
き
会
の

西
根
会
長
も
登
壇
願
い
ま
し

た
。

④
二
０
二
一
年
度
報
告

活
動
報
告

会
計
決
算
報
告
及
び

会
計
監
査
報
告

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
と
工
場
見
学
会
は

延
期
開
催
。
定
期
総
会
・
納

涼
祭
・
美
化
活
動
は
中
止
し

ま
し
た
。

『天狗裁き』
切磋亭琢美

『死ぬなら今』
温温亭笑安

『ギフト券』

■
令
和
四
年
三
月
期
業
績

昨
年
度
の
会
社
業
績
は
、

食
品
流
通
事
業
本
部
年
間
で

売
上
高
九
０
八
億
円

（
対
前
年
＋
一
四
二
億
円
）
、

営
業
利
益
三
０
億
円
（
対
前

年
＋
八
三
億
円
）
、
営
業
利

益
率
三
・
三
%
と
、
シ
ェ
ア

ア
ッ
プ
や
昨
年
度
に
実
施
し

た
国
内
も
の
つ
く
り
機
能
の

三
重
地
区
へ
の
集
約
な
ど
事

業
構
造
改
革
効
果
の
刈
り
取

り
を
中
心
に
増
収
増
益
と
な

り
、
Ｖ
字
回
復
を
達
成
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
年

度
は
売
上
高
九
二
０
億
円
、

営
業
利
益
五
一
億
円
、
営
業

利
益
率
五
・
五
%
と
引
き
続

き
対
前
年
増
収
増
益
を
目
指

し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

■
三
重
工
場
見
学
会
の
実
施

去
る
六
月
十
五
日
（
水
）

に
四
年
ぶ
り
と
な
る
退
職
者

友
の
会
の
工
場
見
学
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
当
初
三
月
に

計
画
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
延
期
し
、
今
回
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
当
日
は
感
染

防
止
対
策
を
行
い
な
が
ら
二

九
名
の
方
々
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
友
の
会
日
比
会

長
の
ご
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、

山
本
工
場
長
に
よ
る
三
重
工

場
の
概
況
説
明
、
石
橋
副
工

場
長
に
よ
る
製
品
開
発
説
明

の
後
、
飯
田
生
産
技
術
部
長
、

前
出
製
造
部
長
、
伊
藤
三
重

富
士
社
長
の
案
内
で
、
昨
年

十
月
に
信
州
富
士
電
機
よ
り

移
管
し
た
金
銭
機
器
生
産
現

場
、
自
動
販
売
機
生
産
現
場
、

店
舗
機
器
生
産
現
場
の
見
学

を
行
い
、
以
前
と
違
う
も
の

つ
く
り
を
ご
覧
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

時
代
や
環
境
の
変
化
に
負
け

な
い
三
重
工
場
を
目
指
し
、

も
の
つ
く
り
の
進
化
と
挑
戦

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
三
重
工
場
総
務
）

二
０
一
九
年
十
二
月
初
旬

に
中
国
武
漢
市
で
第
一
例
目

の
感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
か

ら
、
わ
ず
か
数
ケ
月
ほ
ど
の

間
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
言
わ

れ
る
世
界
的
流
行
と
な
っ
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
。

日
本
で
は
、
二
０
二
０
年

一
月
十
五
日
に
最
初
の
感
染

者
が
確
認
さ
れ
た
。

あ
れ
か
ら
二
年
と
六
ヶ
月
が

過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
間
、
私
た
ち
の
生
活
習

慣
の
中
に
、
う
が
い
・
手
洗

い
・
マ
ス
ク
の
着
用
や
、
密

閉
・
密
集
・
密
接
と
言
っ
た

い
わ
ゆ
る
三
密
の
回
避
が
周

知
さ
れ
、
そ
の
事
を
皆
が
実

行
す
る
こ
と
が
コ
ロ
ナ
の
集

団
感
染
防
止
に
繋
が
る
と
し

て
、
家
庭
や
学
校
、
職
場
等

で
徹
底
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
年
第
六
波
が
始
ま
っ
た

こ
ろ
は
、
四
日
市
市
内
だ
け

で
も
一
日
当
た
り
の
感
染
者

数
が
百
人
を
上
回
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
昨
春
の

第
四
波
で
は
日
に
三
十
人
も

出
れ
ば
大
騒
ぎ
し
て
い
た
。

ま
た
、
第
六
波
で
は
こ
れ
ま

で
の
感
染
状
況
と
違
っ
て
、

子
供
た
ち
の
感
染
が
多
く
み

ら
れ
、
そ
の
こ
と
が
家
庭
内

ク
ラ
ス
タ
ー
に
繋
が
り
感
染

が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
文
部
科
学
相

は
六
月
十
一
日
の
記
者
会
見

で
、
各
地
の
学
校
で
熱
中
症

に
よ
る
搬
送
が
相
次
い
で
い

る
と
し
て
「
学
校
生
活
で
の

マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
は
、

熱
中
症
対
策
を
優
先
す
る
こ

と
を
徹
底
し
て
欲
し
い
」
と

述
べ
、
文
科
省
は
同
日
、
小

中
・
高
校
で
の
体
育
の
授
業

や
運
動
部
活
動
中
、
登
下
校

時
は
、
児
童
生
徒
に
マ
ス
ク

を
外
す
よ
う
指
導
す
る
事
を

求
め
る
通
知
を
全
国
の
教
育

委
員
会
に
出
し
た
。

今
後
の
夏
休
み
中
、
色
ん

な
場
面
で
人
の
接
触
が
急
増

す
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

感
染
拡
大
が
今
以
上
に
進
む

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
第
七

波
の
爆
発
的
拡
大
を
抑
え
込

む
為
に
も
、
個
々
人
の
徹
底

し
た
感
染
対
策
と
暑
さ
対
策

の
両
立
が
求
め
ら
れ
る
。
四

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効

果
は
期
待
で
き
る
か
。

（
田
中
）


